
｀ 
～・

-̀‘~ ～←ぃ‘’

、
月
定
例
町
議
会
は
六
月
三
0
日
招
~
一
・
九
八
に

ナ
集
せ
ら
れ
、
七
誤
案
何
れ
も
原
案
の
通
~
冥
産
割
、
五
分
の
五
八
•
一
＝
一
を

り
可
決
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

i

五
一
―
ー
・
七
二
に

一
般
質
問
山
口
議
員

i

被
保
険
者
均
等
割
一
、
三
五
0
円

を
一
、
四
一
七
円
に

過
疎
地
城
振
興
計
画
た
つ
い
て

長
雨
対
策
に
つ
い
て
~
世
帯
平
等
割
―
―
-
、
七
0
0
円
を
一
―
―

5

~
肱
川
町
観
光
協
会
は
、
:
会

土

木

工

事

の

入

札

侭

つ

い

て

[

七

一

O
円
と
す
る
o

~
そ
の
他
、
低
所
得
者
化
対
す
る
軽
~
~
が
停
止
状
態
で
あ
っ
た
が
、
簡
易
保
険

□
副

議

案

属
養
セ
ン
ク
ー
建
設
（
四
七
年
一
月
完
~
理
事

一
、
大
洲
｀
喜
多
特
別
養
談
老
人
ホ
ー
i
減
額
を
変
更
す
る
。
、
．
．

」
成
予
定
）
決
定
や
、
イ
ン
ク
ー
ハ
イ
ポ
~
”

ム
事
務
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
ぷ
阻
、
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
~

上
の
重
度
の

i

三
四
、
八
0
0
円
l

三
七
、
二
〇
~
ー
ト
の
全
国
大
会
開
催
（
四
六
年
八
月
~

◎
大
洲
市
、
喜
多
郡
町
村
で
特
別
養
i

つ
い
て

ム
（
寝
た
き
P

老
人
~
◎
公
民
館
を
建
設
す
る
こ
と
に
伴
い
~
の
か
た
、
あ
る
い
は
母
子
}
0
円
（
二
、
四
0
0
円
増
額
）
i
-
日l
六
日
）
な
ど
、
県
立
自
然
公
園
~
“

設
老
人
ホ
ー

の
観
光
客
増
加
に
伴
9

時
~

さ
ん
に
は
福
祉
年
金
が
支
＂
＠
母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金
~

を
収
容
）
を
大
洲
市
田
の
口
杷
建
~
設
置
場
所
を
山
鳥
坂
甲
ー
一
．
四
七
~

設
す
る
た
め
一
部
事
秘
組
合
を
設
~
ノ
＝
＝
（
新
生
館
跡
）
に
改
め
る
。
~
ま
す
。
~
ニ
八
、
八
0
0
円

l

三
一
、
二
0
~
勢
の
要
望
に
応
え
、
去
る
[
“

る

け
る
。
豆
、
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
基
金
条
~
こ
の
福
祉
年
金
に
、
本
人
に
一
定
以
"
0
円
（
二
、
四
0
0
円
増
額
)
[
六
日
総
会
を
開
き
、
当
面
i
”

な

の

事

業

計

画

な

ど

を

決

め

i

•• 

”
 

二
、
町
税
条
例
の
一
部
改
正
条
例

i

例
の
制
定
;
大
の
所
得
か
あ
っ
た
り
、
年
金
や
扶
助
~
二
、
所
得
に
よ
る
制
限
の
緩
和
~

i

建

て

再

出

発

し

た

。

」

監

事

石

河

"
◎
中
小
企
業
者
の
振
興
資
金
融
資
制
〗
料
を
受
け
て
い
た
り
、
配
隅
者
や
扶
養
~
（
今
年
五
月
分
か
ら
）

◎
改
正
の
要
点

和
気

0

町
民
税
匹
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
、
~
度
を
設
け
る
た
め
基
金
を
設
け
る
。
乙
義
務
者
の
所
得
が
多
い
場
合
に
は
、
福
[
ぃ
本A所
得
の
場
合
~
豆

J

本
年
度
事
業
計
画
の
主
~
”

老
年
者
、
寡
婦
等
の
非
課
税
の
基
~
、
基
金
は
町
ょ
り
農
協
ヘ
ー
0
0
万
五
皿
年
金
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
が
支
給

[
0
老
令
、
障
害
年
金

i
*
＊
米
米
米
※
米
米
米

~
米
米

[
ムK
•

な
も
の
は
、

~
協
①
県
立
自
然
公
園
の
美
化
：

K
お
知
ら
せ
米

準
璽
―
-
0
万
円
を
三
二
万
円
に
改
＂
円
を
預
入
す
る
。
，
．
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
~
―
I
-
0
万
円
l
三
二
万
円

誓
゜
~
こ
の
運
用
は
農
協
の
貸
出
は
一
、
i
こ
れ
を
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
と
い

i
0

母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金
の
本
人
~
運
動
の
推
進
、
特
侭
ダ
；
示
米
采

米

米

米

米

米

米

於

鹿

野

川

糊

0

所
得
割
の
税
率
l
6
五
を
一
・
ニ
i
o
o
0
万
円
以
内
で
個
人
は
一
-
l
o
じ
ま
す
が
、
毎
年
、
生
活
水
準
の
向
上
．
~
所
得
制
限
額
は
、
扶
養
毅
務
者
等
~
廿
ハ
ム
周
辺
の
美
化
清
掃
を
~

に
引
下
け
る
。

i

万
円
以
内
、
法
人
は
五
0
万
円
以
;
な
ど
に
合
せ
て
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
~
所
得
制
限
な
み
、
大
巾
匠
緩
和
さ
~
紺
印
呼
び
か
け
る
。

0

延
帯
金
の
日
歩
を
年
利
に
改
め
る
。
~
内
と
し
、
日
歩
二
銭
。
ご
が
ゆ
る
め
ら
れ
た
り
、
年
金
額
が
引
き

i

れ
ま
し
た
。
~
町
｝
®
郷
土
玩
具
及
び
観
光
み
~

0

身
体
障
害
者
に
対
す
る
軽
自
動
車
~
融
資
期
間
は
一
年
以
内
と
す
る
。
了
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
~
切
配
偶
者
褐
扶
養
談
務
渚
所
得
0
場
ぃ

q

ゃ
げ
品
の
開
発
を
は
か
~

｝
 

る。

税
の
減
免

i

申
込
先
は
川
上
商
工
会
。
~
今
年
も
昨
年
に
引
続
き
改
善
か
姦
こ
~
合
。

i

ナ
5

0

そ
の
他
妥
ハ
、
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
;
な
わ
れ
ま
し
た
か
、
そ
の
主
な
内
容
は
~
五
人
家
族
を
例
に
し
ま
す
と
、
九
~
®
観
光
客
へ
の
「
親
切
連
i

沃
の
と
芸
P

で
す
。
~
二
万
七
千
五
百
ー
百
五
万
九
千
四
~
動
」
を
準
進
す
な
ど
~

三
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
i

予
算

正
。
~
◎
補
正
額
九
三
、
七
0
0
千
円
i
-
、
年
金
額
の
引
上
げ

i

百
円
と
こ
れ
ま
た
大
巾
忙
改
善
さ
~
で
、
さ
ら
に
役
員
会
に
お
い
て
~

毎
年
行
な
う
も
の
で
予
算
額
に
対

i

王
な
る
も
の
は
~
（
今
年
一
0
月
分
か
ら
）
~
を
決
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
~

~
れ
ま
し
た
。

す
る
め
る
も
の
で
あ
~
下
鹿
膨
川
｀
i
誓
令
福
祉
年
金
ニ
―
-
、
そ
の
他
併
給
限
度
額
（
今
年
十
月
~
こ
と
に
な
っ
た
。
~

~
i
ニ
―
、
六
只
肖
ー
ニ
四
0
0
]
か
ら
）
＋
四
万
四
千
八
百
円
ー
十
六
~
な
去
、
当
日
次
の
と
お
り
~

る。

~
~
0
円
（
二
、
囮
0
0
円
増
額
）
．
~
万
七
千
三
百
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
i

ぃ

金
~
、
た
。

例
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祉

ヵ；`

善
さ

ヽ

小
倉
、
大
屋
敷
、□
山
首
簡
易
水
道
~
[
労
や
睡
眠
不
足
を
さ
け
ヽ
寝
冷
え
を
~

施

設

費

，

、

一

、

八

0

六

千

円

-

：

し

な

い

こ

と

な

ど

に

気

を

つ

け

、

体

力

i

大
谷
生
活
改
善
セ
ン
ク
ー
、
北
乎
i
[
を
充
実
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
す
。
ま
た
~

農

等

―

―

-

、

五

二

七

千

円
[

i

気
温
に
応
じ
て
着
る
も
の
を
調
節
す
る
[

観
光
開
発
公
社
出
資
五
0
0
千
円
如
気
候
不
顧
の
と
き
か
ぜ
が
流
行
し
て
~
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。
~

県
道
改
良
舗
装
費
負
担
金
[
S
ま
す
°
雨
に
ぬ
れ
た
ま
ま
で
い
た
り
i
日
本
で
は
、
い
っ
た
ん
着
て
し
ま
う
~

、
一
、
0
0
0
千
円
ニ
寝
冷
え
を
し
た
り
で
喩
か
ら
だ
を
急
に
：
と
、
着
か
え
る
と
い

9
こ
と
を
お
っ
く
．

中
津
、
三
ツ
石
線
等
二
事
費
こ
冷
や
し
て
変
調
を
お
こ
す
と
、
ノ
ド
、
：
う
か
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
か
、
ヨ
ー
i

四
、
二
七
七
千
円
乙
気
管
な
ど
の
粘
膜
の
細
胞
の
低
抗
力
が
~
ロ
ッ
．
＾
で
は
夏
で
も
少
し
涼
し
い
と
思
~

；
う
と
、
セ
ー
ク
ー
を
着
た
り
、
臨
機
応
i

公

民

館

建

設

費

二

下

が

り

ま

す

。

六
八
、
八
ー
ニ
千
円
-
そ
こ
え
か
ぜ
の
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
し
二
変
に
服
装
を
か
え
て
い
ま
す
0

冷
房
の
i

敷
水
線
外
災
害
二
事
費
二
て
夏
か
ぜ
が
お
と
る
の
で
す
°
[
き
い
た
と
こ
る
へ
は
い
る
と
き
は
、
さ
"

一
、
九
三
三
千
円

i

ぜ
を
防
ぐ
化
は
暴
飲
暴
食
を
つ
~
っ
ぐ
ら
い
の
注
意
は
澁
~

（
以
上
）
．
~
つ
、
栄
養
を
十
分
に
と
る
こ
と
ど

夏
か
ぜ
の
予
防

口

医

学

{？ 

な
く
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス

（
肱
川
分
校
・
役
場
両
ク
ア

レJ
 

日

灰
ム
花
火
大
会
他

藤
川
守
仲
（
町

和
気
不
二
夫

山
内
利
政
（
農

三

瀬

算

雄

（
鹿
剃
川
商
工
連
盟
会
長
）

大

野

博

見

（
鹿
野
川
荘
支
配
人
）

三冨
氷

長

新

] Il ll、¥lll鳳鳳＼鳳＼璽
二
皇

日
正



7日

28日

29日

1日

6日

l 

7日
17日

19日

20日

23日

25日

27日

29日

30日

乳児検診（会議室）

日脳予防注射（予子林）
レントゲン検診

日脳予防注射
｝於中学校

妊婦検診（会議室）

町長町内学校訪間

インクー＾イポー 川湖）

（ 

（役場）

淡水魚養殖研究会開催（どじょ．9，ま
税金収納

い
た
と
き
。

な
ど
に
多
い
よ

0

目
が
し
ょ
殴
し
ょ
ぼ
す
る
。

0

生
あ
く
ぴ
が
で
る
。

0

全
身
が
だ
る
い

0

口
か
か
わ
き
、
つ
ば
が
出
る
。

す。

昨
年
の
八
月
に
は
子
ど
も
の
交
通
事

故
か
八
五
件
ぉ
●
り
、
そ
の
た
め
二

人
が
な
く
な
り
、
九
一
人
が
ケ
ガ
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
解
放
感
と
暑

さ

か

ら

の

疲

で

、

四

月

の

入

学

期

に

つ

す

。

0

夏

中

故

．
居
眠
り
連
転
は
、
い
っ
て
み
れ
ば

~
0

頭
が

i

だ
れ
も
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
な
い

"

0

ハ
ン
ド
ル
を
据
る
位
置
が
上
か
ら
i

i

連
転
者
な
し
の
車
と
同
じ
わ
け
で
す
]
下
匹
さ
が
っ
た
り
、
片
手
ハ
ン
ド
i

、
八
月
は
交
通
事
故
の
「
要
注
意
月
」

i

か
ら
電
柱
や
駐
車
中
の
車
、
す
れ
違
~
ル
匹
か
わ
る
。

i

で
す
°
昨
年
の
八
月
に
は
五
八
九
件
の

i
い
の
車
に
衝
突
し
た
り
、
道
路
わ
き
~
こ
ん
な
状
態
に
な
る
と
居
眠
り
運

i

事
故
が
お
き
、
二
ニ
人
か
死
亡
、
八
二
i

の
通
行
人
を
は
ね
と
ば
し
た
り
、
大
i

転
の
前
ぶ
れ
で
す
。
そ
の
ま
ま
運
転
[

三
人
か
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
°
死
者
は
i

き
な
事
故
に
な
り
ま
す
0

:
を
つ
づ
け
る
と
そ
れ
こ
そ
「
三
途
の
~

昨
年
中
の
最
高
で
、
件
数
で
も
十
二
月

i

規
則
正
し
い
生
活
、
睡
眠
、
栄
養
[
川
」
か
待
つ
て
ぃ
ま
す
o

す
ぐ
に
車
~

に
つ
い
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

i
休
養
を
じ
ゅ
う
分
と
る
よ
う
心
か
け
．
を
と
め
て
、
車
の
外
に
出
て
深
呼
吸
~

~
や
経
い
体
操
で
気
分
を
か
え
、
眠
気
~

そ
の
理
由
と
し
て
は

i

て
下
さ
い
。

＊
暑
さ
に
よ
る
疲
労
で
逗
転
の
注
意
{
~
を
さ
ま
し
て
か
ら
ハ
ン
ド
ル
を
据
り
~

二
居
眠
り
運
転
を
起
し
や
す
い
の
は
—
[
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

i

力
か
に
ぶ
る
。

玄
解
放
感
か
ら
つ
い
乱
暴
な
運
転
を

~
0

混
雑
の
ひ
ど
い
道
路
か
ら
交
通
量
~
二
、
暴
走
運
転
を
や
め
よ
う
。
~

し
か
ち
に
な
る
。
~
の
少
な
い
道
路
へ
出
た
と
き

0

:
事
故
の
う
ち
で
死
亡
率
の
一
番
高
~

＊
夏
休
み
で
行
楽
地
に
出
か
け
る
車
~
0

単
調
な
道
路
を
走
っ
て
い
る
と
き
3
~

い
の
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
よ
~

が
多
く
、
な
れ
な
い
道
路
で
無
理
-
o
気
の
進
ま
な
い
運
転
を
し
て
い
る
~
る
も
の
で
す
。
夏
は
む
ち
ゃ
な
ス
ビ
~

.
i

ド
を
出
す
、
い
わ
ゆ
る
暴
走
運
転
~

と
き
。

る
な

な
運
転
を
す

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

i
0
車
の
中
の
湿
高
す
ぎ
る
と
き
。
~
を
す
る
車
が
ふ
え
ま
す
が
、
暴
走
遅
~

夏
の
運
転
は
予
想
以
上
に
疲
れ
る
も
~
0

目
的
地
に
~
転
は
そ
の
ま
ま
死
へ
結
び
つ
き
ま
す
。
[

~
0

危
険
を
感
じ
て
急
プ
レ
ー
キ
を
か
~

の
で
す
。
運
転
者
も
、
追
を
歩
い
て
い
~

~
け
て
患
車
は
す
ぐ
匹
と
ま
ら
な
い
。
[

る
人
も
暑
さ
の
た
め
動
き
か
に
ぶ
く
な
~

っ
て
い
ま
す
0

夏
を
た
の
し
く
す
と
す
;

;
 0

カ
ー
プ
を
曲
る
と
き
や
障
害
物
を
~

9

さ
け
よ
う
と
し
て
も
思
う
よ
う

l
r
C
~

た
め
匹
次
の
こ
と
匠
気
を
つ
け
て
、
~

「
夏
の
交
通
事
故
防
止
」
に
（
め
て
i

[

―
ク
向
が
変
え
ら
れ
な
い
。
＂

~
0

衝
突
し
た
と
き
の
衝
激
力
か
強
い
。

9

下
さ
い
。

~
な
ど
、
ス
ビ
ー
下
の
芸
そ
る
し
さ
を
~

、

居

眠

り

逗

転

を

防

ど

う

。

い

~
十
分
理
解
し
て
下
さ
い
。

9

-

―
-
、
子
ど
も
の
事
故
防
止

i

一
年
中
で
い
ち
は
ん
楽
し
い
夏
休
~

い
み
で
す
。
学
校
の
規
則
正
し
い
集
励
i

~
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
な
生
活
~

~
に
移
り
ま
す
。
交
通
事
故
の
魔
の
"

.
は
こ
ん
な
と
こ
る
か
ら
し
の
び

i

さ

m号

0

車
を
連
転
す
る
人
は
、
子
ど
も
は
[

い
つ
あ
ぶ
な
い
行
動
に
で
る
か
心
＂

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
~

子
ど
も
を
見
た
ら
ま
ず
徐
行
を
心

i
-
、
妊
婦
検
診

が
け
て
下
さ
い
。
~
・
七
月
二
十
七
日

0

家
庭
で
は
と
く
に
次
の
こ
と
を
く
~
・
午
後
一
時

l
-―
―

り
返
し
、
く
り
返
し
根
気
よ
く
し
~
・
役
場
会
談
室

つ

け

て

下

さ

い

。

＂

二

、

乳

児

健

康

相

談

ム
幼
児
の
一
人
歩
き
を
さ
せ
な
い
。
~
令
七
月
二
十
九
日

•
一
時

l
l＿
一
時
ま
で

゜

△
道
路
上
で
は
遊
ば
せ
な
い

4
近
く
に
横
断
歩
道
（
橋
）
が
あ
~
e

る
と
こ
る
で
は
必
ず
横
断
歩
道
~
•
も

（
橋
）
を
正
し
く
渡
ら
せ
る
。
~．
 

△
道
路
を
渡
る
と
き
は
い
っ
た
ん
~

と
ま
っ
て
左
右
の
安
全
を
た
し
~

か
め
て
か
ら
、
手
を
あ
け
て
ま
[

っ

す

ぐ

に

渡

ら

せ

る

。

[

表
[
場

△
車
の
直
前
直
後
は
決
し
て
渡
ら
~

せ
な
い
。

]
廿

△
交
通
の
激
し
い
道
路
で
は
自
転
i

太
1

車
に
乗
ら
せ
な
い
。
特
尻
二
人
~
け
こ

~t 

乗

り

は

や

め

さ

せ

る

。

＂

△
分
の
体
に
あ
っ
た
自
転
車
に
~
ヽ

＇ 
し

せ
る
。

」
乾羞口勘に日

[

~
太

i

材：木
[
勘
[
土

9

-'
-
l
-
―
 

.
J
 “
 
未口径すぎびつき

7虚下 87 88 

8上 65j,70
1 2’, 6 2 1 1 6 

16,,. I 62 ! 10 5 
30"1 701130 

65 6 7 

8上 52l 5 5 
1 3’, 8 2 1 5 5 

16"1 73113 

7下 20I so 
8上 23 28 
16,"3 3 I. 40 

2.1m 30 I、 54 48 
1.om ! 12上 15 20 
" 60m l 3上 83 1 6 5 
6切

以上
足場 1mにっき

60円～ 100円

本表は，肱川町内の自動車土揚の価格です。

昇喜昇。故に連賃や市疇：料など差引い

4.2m 

30m 

4 5年 7月8日布

まっlその他
松ペルプ材
1.5m~2im 

未口 6畑上

24円336 

50 

県森連梅茸共販売所侭於ける

1、入札の月日 S 4 5・. 7, 7. 

2. 価格高値 3,200円

中値 2, 3 0 5円

1, P 5 0円

お

゜

3 奮

3.2m 

2.0m 
3 5 

雑バノヴ材

l.5mr-2.1m 

未口6畑上

1約 2

2.1節

未口14畑上

29円～

32円

概要

6月からの連続的な雨で売れゆき不振

ではあるか，需要期を前にと紀かくスト

ックを持とうとする気配から幾分強保合:• • 
じた。

ロ 2,40 0 ~ 2,6 0 0円
2.4 0 0円中心

2, 3 0 o-2 5 0 0円

2 3 0 0円以上
`
t
r
)
 

並
コ
、
ヽ
ヽ
物

痴

ン

ャ

七
大
中
ド
ジ
下

1,500円中心

次回市 7月17日． 7月27日ですo

5日前位に出荷して下さい。

で

知

ら

せ

喜
一
ケ
月
か
ら
十
ニ
ヶ
月
ま
で
一

の
赤
ち
ゃ
ん
。

其
の
他
希
望
者

三
、
出
張
衛
生
相
談

・
嘉
城
部
落

八
月
六
日
午
後
一
時

l
-
―一時

自
広
常
部
落

八
月
七
日
午
後
l

・
中
居
谷
部
落

八
月
十
日
午
後
一

時 一時
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昭
和
四
十
五
年
度

農

業

共

済

事

業

特

別

会

計

0

電
気
水
逼
費

林
業
改
艮
指
導
負

、にもなりかねません。郵便番号を

伍記入するときは、先方からの郵便

』物や住所録、郵便番号嫁などをみ

玉`正確に、ゎくいっばいにはっ

;きり苓書きください。な苓封筒は＂合理的な配置整理を行なって

ぷゲく付き封筒をご使用下さい。姦[下さい。

]合理的な労力配分と有利な早~三、槽場環境の掃除と調節を行な玉手持らの旧封筒があれば郵便局に~んじですか？いましょう。こゎ＜印がありますから御利用下さi①あなたは自分の山の財産がど，出し椎茸生産のための生産時・いように下刈、ばい。．のくらいあるかごぞんじです~期が近づきました。給水施設i作業のしやす~の総点検を行なって破損ケ所~枝払いなど掃除をして苓いて~？ 力
・②あなたの山が毎日財産烹デ~[の修理、不艮ケ所の整備を早~下さい。又暗い檜場では技払i簡易郵便局でも今月は昭和幽十五年度農業共済』蚕繭共済勘走一、五五六千円．でいることをごぞんじです~目に行なって下さい。~いなどして適当な日射しに調[塩匹砿年金を事業特別会計当所予算を苓知らせニ家畜共済勘定一、三四二IIi~お支払いします1-‘檜木の整理を行ないましょう。~節して下さい◎か？いたします。1業務勘定一1-、六五六”~~⑧どうすれば山の有利な財産づ~継続使用の楕場では腐朽原木i林業改良指導員i次の通り歳入歳出予算の通りそ~歳入合計八、四七五II~くりができると思われますか文の除去、不良檜木の隔離など~郵便局れぞれ八百囮拾七万三千円です。公望訊出の部•9~llllllllllll,'llllilllillllllll~ 前年度に比較致しますと三拾壱万五農作物共済勘定一、九ニ―千円i④毎年又は何年か毎に保続的にi

郵便局[郵政省ではヽ山地、離島など交九千円の減額となって苓ります。溢盆繭共済勘定一、五五六”~収入を得たいと思いませんか。[~郵便番号は、実施五坦不便な地域にある簡易郵便局でその原因は家畜頭数の減少及び米霞畜共済勘定一、三四二"[それにはまず「森林施業計画」；しいたけ講習芸~を苓たてになることです0: ¥と以来早くも満二年を心八月から福祉年金を苓支払いで~開催についてiり経過し、郵便物への｀るようにしました。これまで、
生産調整等によって水稲作付面積こ業務勘定三、六五六”

八、三七五”~二、森林施業計画はこうしてつく~の減反です。~歳出合計，~き記載率も徐々に向上繹祉年金は、普通の郵便局だけでります。ついては農業共済事業推進に対贔ね上の通り概略を申し上げますが~つして、現在全郵便物茄でり扱っていましたが、受給者は、し積極的なご協力を下さいまして3猶詳細に付き内容を希望される場i①森林の現況調査をする・・・・山．森林組合}~の財産がわかる。冷）愛媛県並愛媛県椎茸生産販売協~は数の九0バー七ント溢老人や母子家庭、身体障害者といこの事業が益々充実いたしますよ：合は遠慮なく御申出下さい。．
以上に郵便番号が記；った時間のない人や、身体の不自ういたしたいと思います。i~詈贔上の財産づくりの計画~議会の共催により左記の通り椎~＜?の[曇蘊Cいいいい三つの要件〗旦□"[日巳[IEL入旦臼]せ[いい旦鱈臼汀〗まっかく盆書きいを左というご希望が多くありました。1ー iイ、樹種・林相の計画的改~ので町内の生産者は成るぺく多~-号いた郵便番号が間違[gしたご希望にそうため、こと

農作物共済勘定一、九ニ―千円＂少交[
lololoーolololoIOIOlolololololol~良~数参加して下さい。．番っていたり、あるい~し四月に簡易郵便局法が改正され、~ロ、適期の伐採[記更は書体や記入方法が入月から簡易郵便局でも福祉年金昭和四十五年度＇＾、収穫の保続~L日時八月五日午後．一時より~．郎不適当なものなどもシを取り扱うことにしたものです。~③計画ができたら知事の認定をi2場所中野小学校講堂i[数多く見受けられま:今回の改正により近くの簡易郵便~受ける。肱川町歯科診療所特別会計予算~9④計画にもとずいて実行する。面）七月二十七日より約一週間の予[lす。このようなもの五回で受け取りたいと希望される場

丘‘郵便番号の効果をじゅうぷん公口は、町の役場で支払い郵便局の歯科診療所特別会計予算総額は、`電話維持費i三、森林施業計画を立てると次のi定で椎茸檜場夏季管理について・
~優遇措置が受けられます。i巡回講習を行ないます。五R揮できないばかりでなく、遅れ示否更手続きをしてください。一、0六0、000円でありますi火災保険料一八、000円．~椎茸普及会林業改艮指導員が現Aたり、返送されたりする原因とも~が、収入、一般会計繰入金、一、；〇医師通勤費―一九、000円[R造林補助金の増額がある。・③所得税の減税が受けられる°[場にて指導して下さることにな；なります。たとえば、松山市あて~0五0、80円と、繰越金、一；〇補助職負給科ニ―六、000円~五0、000円i⑧相続税の分納が認められる。iっていますから御参加下さい。ら「790」と書くぺき郵便番号~0、000円を見込み、次の諸経；〇傭品購入費．を、うろ覚えに「970」と誤記i費（支出）を賄なって姦ります。又ム債羹五0四、80円ぷ幽、森林の調査から計画のたて方‘[細部については後程連絡を致し~じたとすると、その郵便物は福島~診療所運営費五三三、000円；これは診療所建設のための借入金~計画の実行について相当の林莱~ます。屎いわき市へ送られてしまうし、i改良指導員が御相談に応じます。~この内訳五二本年度償還金(-―lO 0、OOOEOi箪府市あての「400」をくずしi.0特殊治療機械修繕費盃利子（二0四、000円）でありiニて書いたため「600」と読まれ~三四、000円ぷその他（予傭費二三、000円）~ニて、京都市に送られてしまうこと~九六、000円以上支出合計一、0六0、00 0円i
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て

切

り

て

頂

苔

度

い

も

の

で

ハ

て

あ

り

ま

出

来

る

だ

」

留

許

容

量

を

規

制

＂

阿

賀

野

川

に

水

銀

蝸

葵

生

~
す
°
牛
は
人
間
と
違
い
飼
料
に
慣
れ
る
，
散
布
し
て
第
二
回
の
防
除
に
は
外
の
薬
~
一
九
五
九
B
-
＿
＿
十
凶
~
一
九
六
六

s

叫
十
一

~
ま
で
に
数
8

間
か
か
り
ま
す
°
飼
料
を
~
を
使
用
し
て
下
さ
い
0

水
稲
に
は
必
ず
~
ア
メ
リ
カ
農
薬
残
留
規
制
改
訂
立
法
化
玉
非
水
銀
い
も
ち
剤
の
使
用
促
進
通
達
！

主

孟
小
銀
系
晨
薬
の
製
造
を
メ
ー
カ
ー
自

＂
切
り
替
え
る
犠
合
は
、
牛
の
様
子
を
見
韮
偲
用
し
な
い
で
下
さ
い

0

ハ
稲
に
使
用
旧
5

（
ミ
ラ
ー
法
）

禁
止

~
な
が
ら
除
々
に
替
え
る
よ
う
に
し
ま
し
了
翠
な
く
な
っ
た
農
薬
はBH
o

。

D
D
,
i一
九
六
O
S
-
―
ー
十
六

一

~
ょ
う
。
一
辰
下
痢
す
る
と
回
復
す
る
の

;
T

ホ
ン
ド
リ
ヽ
ア
加
ド
リ
ン
鼻
ゼ
ッ
ト
こ
日
本
厚
生
科
学
研
究
費
に
よ
る
残
留
実
~
九
六
八

8

叫
十
一
二

[
に
二

0
日
閲
位
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
：

B

鬱
ッ
マ
サ
イ
ド
B

。
バ
ッ
サ
B
等
B

二
態
調
査

(S2
カ
年
）
（
米
、
麦
、
大
豆
;
:
作
物
、

5
農
薬
の
残
留
許
容
量
規
制

~
ま
す
。
尚
牛
の
状
態
が
変
っ
た
様
な
時
ご
は0
の
混
入
剤
こ
れ
等
の
代
替
薬
剤
と
~
象
砒
素
、
鉛
‘
銅
、
水
銀
、
亜
鉛
、
マ

i
一
安
全
使
用
基
準
を
出
す
。

~
時
期
と
受
胎
率
の
関
係

」
時
期
四
月
平
＾
九
~
；
．
は
出
来
ゐ
だ
け
早
く
獣
医
に
見
て
貫
っ
[
し
て
は
パ
ツ
サ
ヽ
メ
才
バ
ー
ル
・
デ
プ
~
ン
ガ
ン
ヽ
カ
ド
ミ
ウ
ム
‘
ア
ン
チ
モ
ン
拿
「
九
六
九

S

叫
十
囮

：
メ
ー
カ
I
B
丑
0

、
D
D
T
の
国
内
向

ニ
受
胎
率
六
＝
％
空
四
0

I―
―
―
ー
ニ
四
―
―

i
て
早
く
処
置
を
す
る
畢
で
す
。
~
レ
ッ
ク
ス
・
デ
ナ
ポ
ン
・
ツ
マ
サ
イ
ド
~
一
九
六
一

8

三
十
六

マ
で
合
同
会
」
け
販
売
を
自
主
規
制

：
サ
ン
サ
イ
ド
ナ
イ
ア
ジ
ノ
ン
剤
な
ど
が
益
"
H
O
と
団

A

0

ロ
ー

~
（
夏
の
受
胎
率
は
低
下
し
て
い
互
9
)
i
』

…

大
根
、
カ
プ
等
の
早
ど
b

は
~
ま
た
乳
質
の
う
ち
脂
肪
率
は
冬
期
に
比
二
養
蚕
部
二
使
用
さ
れ
ま
す
。
特
に
皆
さ
ん
の
御
協
乙
議
「
最
薬
残
留
問
題
対
策
」
＂

冨
知
県
衛
生
研
究
所
等
牛
乳
中
の
B

E

頃
よ
り
種
ま
音
を
す
る
。
種
ま
喜
~
ペ
0
、
二
吾fo、

I
=％
の
低
下
を
し
ま
す

3
"

丁
力
を
ぢ
願
い
致
し
ま
す
。

五
本
、
特
定
毒
物
の
収
獲
前
使
用
禁
止

;
0
汚
染
状
況
発
表

す
ぎ
る
と
ウ
イ
ル
ス
病
の
被
害
を
口
以
上
の
よ
う
に
夏
の
乳
牛
飼
育
は
い
る
~
全
国
で
夏
秋
蚕
の
増
産
遥
動
を
す
す
~

受
け
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
家
用
い
る
な
面
で
む
つ
か
し
い
の
で
飼
育
者
~
め
て
い
ま
す
。

i
皿
〖
琺
李
残
臨
品
向
暉

iの
舜
安
史

i期
間
通
達
（
バ
ラ
チ
オ
ン
、
改
良
メ
ク

十
二
作
物
、
八
農
薬
に
殊
留
許
容
量
斌

＂
ス
ト
ッ
ク
ス
、
フ
ッ
ソ
ー
ル
）

潰
物
用
な
ど
収
穫
を
急
ぐ
必
要
の
な
い
~
が
特
別
に
注
意
し
て
世
話
を
し
て
や
ら

i
o
い
よ
い
よ
夏
秋
蚕
の
時
期
で
す
°
絹
~

仰
叩
一
女
全
使
用
基
準
設
定

も
の
は
九
月
に
入
っ
て
気
温
が
下
っ
て
~
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
~
の
売
れ
ゆ
送
は
よ
く
供
給
不
足
が
つ
つ
~
、
一
九
一
六

8

五

す
。
こ
の
際
大
い
に
増
産
し
~
ア
メ
リ
カ
向
け
緑
茶
中
に
砒
酸
鉛
の
残
こ
や
さ
い
等
生
食
用
農
産
物
に
対
す
る
農
＂
一
九
七

O
S

囮
十
五

か
ら
ま
く
と
ウ
イ
ル
ス
病
の
被
害
が
少

~
3
一
日
の
う
ち
最
も
気
温
の
低
い
時
期
~
い
て
い
ま

レ
ブ

;
B
H
o
、
D

D

T
の
特
別
栽
制
措
置

な
く
な
る
0

肥
科
は
元
肥
主
義
の
効
果
}
に
エ
サ
を
与
え
る
。
（
早
朝
）

i

て
収
益
を
ふ
や
し
て
明
る
い
く
ら
し
を
二
留
が
発
見
さ
れ
廃
棄
処
分
迄
翠
の
使
用
に
つ
い
て
通
達
（
ス
ト

が
高
い
の
で
大
半
（
六
十
ー
｀
七
十
彩
）
二
9
蓄
舎
の
匡
根
、
壁
、
周
囲
か
ら
く
る
丁
声
つ
首
ま
し
ょ

9
0

:
 
j

九

一

七

B

六

丁

r
マ
イ
シ
ン
剤
に
よ
る
鮮
度
保
持
に
つ
＂

・
空
中
微
量
散
布

を
元
肥
と
し
て
盆
面
に
散
布
し
て
耕
起

□
区
射
熱
恋
防
ぐ
こ
と
口
こ
の
た
め
に
、
~
桑
園
能
畢
の
向
上
（
追
肥
の
施
用
)
;
朱
欄
に
対
す
る
砒
酸
鉛
使
用
を
規
制
~
い
て
）

す
る
。
晴
天
が
続
け
ば
発
芽
対
策
と
し
~
「
日
援
い
」
や
「
日
陰
樹
」
を
培
い
西

~
0

桑
園
の
肥
培
管
理
を
よ
く
し
よ
い
粂
~
（
静
岡
恩
)
{
―
九
六
二

S

―
二
十
七
ン

女

史

（

木

）

涵
g
和
四

0
年
よ
り
試
験
さ
れ
実
験
散
布

て
十
分
か
ん
水
す
る
。
発
芽
後
キ
常
時
二
目
を
防
ぐ
。
~
を
た
く
さ
ん
と
り
ま
し
ょ
う
°
養
蚕
作
~
一
九
三
六

s

十
一
~
レ
ィ
チ
ェ
ル
カ
ー
ソ

し
じ
ま
の
正
に
移
り
、
実
用
の
段
階
に
入
っ
た
空
中

か
ん
水
に
し
て
生
育
を
促
進
す
る
。
ま
／
⑧
通
風
を
よ
く
す
る
た
め
に
「
地
窓
高
こ
莱
の
む
だ
を
は
ぶ
岩
8

た
く
さ
ん
蚕
を
]
余
樹
に
対
す
る
砒
酸
鉛
使
用
禁
止
[
サ
ィ
レ
ン
ト
ス
プ
リ
ン
グ
(

阪
布
技
術
で
、
今
ま
で
の
液
剤
散
布
で

（
農
林
省
）
乙
年
）
（
日
本
語
訳
生
と
死
の
妙
薬
）

た

種

ま

き

俊

切

り

ワ

ラ

を

散

布

し

て

乾

ぷ

忠

」

を

あ

け

る

。

乙

即

い

ま

し

ょ

う

。

ァ
ー
ル
当
た
り
の
散
布
液
菫
が

＂
ケ
ネ
デ
イ
大
統
領
科
学
顧
問
団
生
物
科
こ
は
一

0

~
一
九
五
O
S

二
十
五

燥
と
地
温
の
上
昇
を
防
ぐ
°
殺
虫
剤
の
ご3
水
を
自
由
に
飲
め
る
よ
う
に
す
る
。
~
全
桑
蚕
化
（
増
掃
含
の
励
行
）

す
か
、
こ
の
空

£
で
あ
っ
た
の
で

散
布
は
特
に
生
脊
の
初
期
が
大
切
で
ア
~
⑤
夜
間
は
運
動
場
へ
出
し
て
涼
し
い
風~
0
桑
が
あ
ま
ら
な
い
よ
う
に
掃
立
計
画

i
ア
メ
リ
カ
国
会
公
聴
会
で
農
薬
残
留
許
乙
学
委
員
会
に
殺
虫
剤
危
険
調
査
特
別
姿
＂
約
3

]
中
微
量
散
布
っ
は
濃
厚
な
薬
液
を
水
で

ル
ド
リ
ン
粉
剤
な
ど
の
土
攘
殺
虫
剤
を
：
乞
あ
て
る
。
~
を
た
て
ま
し
ょ
う
。
近
く
に
遊
ん
で
い
盃
合
量
の
規
制
案
が
出
さ
れ
た
。
；
員
会
設
置

；
う
す
め
な
い
で
そ
の
ま
ま
一

0
ァ
ー
ル

積
ま
き
前
に
散
布
し
発
芽
後
キ
7

日
間
丁
9
蓄
舎
内
の
吸
血
混
虫
を
駆
除
す
る
。
：
る
粂
園
が
あ
る
と
き
は
相
談
し
あ
っ
て
~
｛
九
五
三

8

二
十
八
~
一
九
六
三

s
-
_＿
十
八

、

ズ

ナ

ー

報

告

（

安

全

昌

た

り

八

o--一
五

OCC程
度
ま
く
方

し
て
変
：
そ
の
活
用
を
は
か
り
ま
し
ょ
り
。
ニ
ア
メ
リ
カ
で
プ
ラ
ン
ゴ
ケ
ム
シ
被
害
三
i

ア
メ
リ
カ
ウ
イ

隔
ぐ
ら
い
で
殺
虫
剤
の
定
期
的
な
散
布
~
、9
搾
乳
俊
の
牛
乳
を
早
く
冷
や

法
で
あ
り
ま
す
0

散
布
液
量
が
非
常
に

二
丑
幽
万
ヘ
ク
ク
ー
ル
に
去
よ
び
D
D
T

征
屑
。
研
究
。
法
律
®
公
衆
関
心
の
強
~

を
行
な
っ
て
ア
プ
ラ
ム
シ
の
防
除
に
つ
二
質
を
防
ぐ
。

属

買

部

亘

散

f

ー

ニ

ニ

方

ヘ

ク

ク

ー

ル

の

飼

科

＂

化

を

要

す

る

旨

）

瓜

云

い

の

で

、

散

布

中

も

ほ

と

ん

ど

散

と

め

る

。

‘

．
~
~
~
 

盃
叩
液
が
見
え
な
い
ぐ
ら
い
で
す
。
こ
の

五
千
乳
D
D
T
汚
染

迄

祖

導

部

の
合
同
専
門
姿
員
会
；
こ
る
少
量
の
液
を
、
細
か
い
粒
子
（
粒

~
W
H
O

と
T
A
0

玉

B
H
o

。
D
D
T

。
ド
リ
ン
~
一
九
五
五
s
l
U
O

i

剤
が
使
用
禁
止
に
な
り
ま
す
二
四
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合

(
W
図
＞
）
農
薬
こ
に
食
品
残
留
農
莱
専
門
部
会
設
趾
）
五
ij
l
 

0
0、
‘
、
ク
ロ
ン
前
後
）
に
し
て
均

酷
暑
期
の
乳
中
管
理
[
悶
杓
切
り
替
え
ヽ

~
一
に
ま
く
装
置
は
一
応
完
成
し
実
験
散

乳
牛
は
高
温
、
多
湿
に
対
す
る
体
温
i

に
つ
し
て
~
有
機
塩
素
剤
を
農
條
物
に
散
布
し
た
ニ
使
用
規
制

i
―
九
六
四
8
三
十
九
ー

調
節
機
能
が
不
充
分
で
あ
る
た
め
夏
は
~
七
月
に
入
っ
て
、
急
に
下
痢
に
よ
る
：
ら
菓
剤
が
残
留
し
て
人
蓄
に
害
の
出
る
~
一
九
五
六

B

三
十
一
●
厚
生
省
環
境
衛
生
局
通
牒
「
農
薬
の
農
盃
叩
に
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ノ
ズ

ご
庁
の
小
さ
い
孔
が
つ
ま
る
な
ど
の
欠
点

体
温
の
上
昇
、
呼
吸
数
、
脈
博
数
が
増
二
病
気
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す3
原
因
と
：
こ
と
か
明
ら
か
に
さ
れ
農
林
水
産
部
よ
~
水
俣
病
有
機
水
銀
説
：
作
物
中
の
残
便
量
調
査
に
つ
い
て
」

ぷ
か
あ
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
は
こ
の
小

加
し
、
体
内
養
分
の
消
耗
が
は
げ
し
い
：
し
て
、
飼
科
切
り
替
え
に
よ
る
も
の
と
~
り
指
示
が
あ
り
水
稲
に
は
こ
れ
ら

B
H
~

一
九
五
七

s
-
二
十
二

さ
い
孔
の
ノ
ズ
ル
を
用
い
な
い
睦
な

＂
浮
田
等
報
告
「
日
本
人
頭
髪
中
の
水
銀
~

た

め

が

減

少

し

ま

す

。

箪

心

わ

れ

ま

す

°

肥

育

の

仕

上

期

に

入

っ

:
0
、
D

D

T
ド
リ
ン
剤
は
使
用
出
釆
な
i

水
銀
農
楽
問
題
対
策
委
員
会
で
玄
米
水

ー
六
、

0
二
P
P
M
は
太
サ
羞
筐
が
試
作
さ
れ
て
ふ
り
ま
す
。

ま

し

た

有

機

塩

素

剤

は

す

て

に

溢

寧

残

留

実

態

調

査

開

始

；

幽

、

三

温
度
と
の
関
係
~
て
飼
科
不
足
に
よ
り
切
り
替
え
を
さ
れ
丁
く
な
り

；
ピ
ビ
ッ
外
人
選
手
一
、
五
二
E

E

M

：
こ
の
空
中
敏

家
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
五
製
造
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
玄
す
栗
の
i

―
九
五
七

8

三
十
二

氏

U
筐
二
空
四
度
竺
、
孟
一
度
・

箪
で

l
 

0
0％
六
彩
工
~
に
当
っ
て
は
、
注
ぷ
腔
熙
薬
と
し
て
皆
さ
ん
の
に
配
ニ
ア
メ
リ
カ
団

D
A
)
食
品
中
の
残
~
の
水
銀
に
る
」

の

S 4 5、 7. 2 0 
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;1 

八
月
醤
油
配
達
日
⑭

八

月

七

日

上

谷

八
月
十
固
日
お
や
ぷ

八
月
ニ
ー
日

八
月
二
八
日

み
の
り
の

の
集
配
予
定
日
⑭

八
月
四
日
（
火
）

八
月
六
日
（
木
）

八
月
十
一
日
（
火
）
（
木
）
（
土
）
こ

八
月
十

八
月
十
八
日

八
月
二

0
日
（
木
）

八
月
二
五
日
（
火
）

八
月
二
七
日
（
木
）

八
月
一
日
（
土
）

大

谷
月
野
宇
和
川
南

谷

口
宇
和
川
北

大

谷

月
野
尾
小

宇
和
川
南

谷

口

．

い

う

と

こ

る

。

で

す

か

ら

、

牛

は

＂

る

に

生

岩

る

て

い

る

0

チ

度
す
で
に
囮
四
、
八
0
0
ヘ
ク
ク
—

f

＋
世
代
防
除
に
ヌ
名
チ
オ
ン
D

ー

i
て
い
ま
す
。
そ
の
内
エ
ン
ジ
ン
．

~
な
る
と
早
々
に
蓄
舎
か
ら
追
い
出
し
、
：
ー
ズ
な
ど
乳
製
品
を
作
る
と
こ
る
も
、

の
要
望
が
多
い
の
は
、
次
の
よ
う
な
利
~
い
も
ち
病
の
防
除
に
カ
ス
ミ
ンL
、
ヒ
~
に
ゃ
け
て
オ
ー
バ
ヒ
ー
ト
に
近
く
な

b
~

ザ
ン
L

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
（
数
字
[
ま
すo

す
る
と
央
さ
ん
は
ヤ
ヶ
酒
を
の
●
~
氷
河
の
下
の
ア
ル
ブ
ス
に
追
い
上
げ
て
~
規
模
は
大
き
な
＄
の
で
な

v

ヽ
共
同
作

点
が
あ
る
か
ら
で
す
。

3
防
除
効
果
は
~
ノ

[
ま
し
た
り
「
ヤ
チ
ャ
」
の
油
を
そ
そ
い
~
ご
行
く
。
車
が
多
く
な
れ
が
高
く
な
る
ほ
~
莱
所
と
い
っ
た
形
の
も
の
が
山
の
所
々

今
の
と
こ
る
水
稲
病
害
虫
防
除
用
の
数
り
は
有
効
成
分
の
含
有
パ
ー
セ
ン
ト
）

種
の
楽
剤
に
の
み
確
認
さ
れ
て
苓
り
ま
[
な
そ
原
体
溶
液
は
そ
の
溶
剤
の
性
質
:
た
り
し
て
ゆ
っ

V

り
ゆ
っ

V

り
前
に
向
い
:
矢
牛
は
氷
河
に
近
ず
岩
、
最
俊
は
氷
~
に
散
在
し
ヽ
チ

1

ズ
の
固
ま
り
な
ど
を

の
下
の
牛
飼
い
二
河
の
近
く
の
境
界
線
の
あ
た
り
ま
で
登
：
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
更
に
村
の
作
莱

っ
て
ぶ
り
ま
す
。
と
こ
る
が
エ
ン
ジ
ン
~

す
が
、
慣
行
敢
布
に
比
べ
て
効
果
も
＋
~
か
ら
、
自
動
車
の
塗
装
、
カ
ラ
ー
ト
ク
~

ッ
パ
で
は
こ
所
ま
で
降
る
し
、
．
き
れ
い
に
し
て
貯
蔵
栓

ビ
ー
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
侵
す
こ
~
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
~
私
は
長
野
県
諏
訪
の
出
身
な
の
で
、
＂
っ
て
行
く
。
つ
ま
り
ョ
ー
ロ

分
の
上
、
さ
ら
に
残
効
が
延
び
る
と
い
i

．ン、

9
成
績
も
あ
る
。
②
今
ま
で
の
液
剤
散
[
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
散
布
の
除
は
こ
i

急
な
急
な
坂
道
で
す

o
央
さ
ん
は
あ
ゎ
ぷ
山
そ
の
も
の
に
興
昧
を
も
つ
て
い
る

o
;合
の
央
に
広
い
場
所
が
あ
る
と
ぃ

9
構
二
凹
年
か
ゎ
か
ら
な
ぃ
が
ヽ

l

番
味
の
美

布
に
比
べ
て
薬
剤
の
l
勘
の
搭
載
蓋
で
五
ら
の
心
の
を
避
け
る
よ
う
に
注
意
し
．
て
て
し
ま
っ
て
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
砿
吟
笈
二
回
に
亘
り
ョ
ー
ロ
ッ
バ
の
山
々
こ
逗
の
山
地
が
比
較
的
に
多
い
の
で
、
そ
i

味
し
い
時
に
そ
れ
を
取
b
出
し
て
市
場

•
ま
せ
ん
。
ょ
う
や
く
プ
レ
ー
キ
踏
む
の
玉
を
旅
行
し
て
歩
い
た
時
も
、
「
ス
イ
ス
・
う
し
た
地
理
的
な
環
境
を
う
ま
く
利
用
こ
に
出
荷
し
て
い
る
。

二

0
l
=
-
0倍
の
面
積
の
散
布
が
で
窒
ニ
て
下
さ
唸

が
セ
キ
の
山
で
す

0

次
第
に
車
は
ズ
ル

Q
ょ

9

な
山
の
多
い
国
の
農
莱
は
一
体
丁
し
て
牧
蓄
安
す
す
め
て
い
る
訳
で
あ
る
~

~
「
伝
統
の
仕
事
に
誇
り
持
つ
」

る
の
で
、
薬
剤
補
給
の
た
め
の
離
着
臨
i

農

協

の

共

済

・

回
数
が
少
な
く
な
り
、
1

枷
1

日
の
作
~
；
＾
ル
と
バ
ッ
ク
を
し
初
め
唸
し
た

0

皆
芦
と
の
よ
う
に
し
て
成
立
っ
て
い
る
の
か
」
~

尻
で
、
こ
う
し
た
と
こ
る
で
も
過
疎
が

；
さ
ん
こ
の
時
の
争
を
ご
想
像
下
さ
い
。
こ
と
い
う
点
に
つ
い
て
畢
あ
る
苺
に
住
民
[
「
良
質
チ
ー
ズ

莱
量
は
約
三

0
0
ヘ

ク

ク

ー

ル

（

従

翠

運

動

に

つ

い

て

詞
〖
題
に
な
っ
て
い
た

0

若
い
人
は
牧
蓄

だ
れ
か
が
後
輪
に
歯
止
を
し
て
く
れ
な
に
開
い
て
み
た
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
平
~
独
特
召
風
味
」

の
空
敢
の
約
2
倍
）
と
作
業
能
率
が
上

i
康
協
共
済
一
戸
乎
均

令
さ
ら
に
、
楽
剤
積
み
込
み
の
労
力
~
―
―

-
0
0
万
円
加
入
持
別
推
進
運
動
[
ぃ
も
の
で
し
よ
,
か
？
大
き
な
大
き
な
砧
や
を
歩
い
て
い
る
と
、
例
え
ば
、
オ
ラ
」

J
う
し
て
自
然
の
草
地
を
利
用
し
ヽ
秋
:
乞
き
ら
つ
て
山
を
降
見
っ
都
市
部
に
流

出
し
て
い
る
。
し
か
し
山
の
農
家
の
多

、
フ
ラ
ン
ス
の
南
部
で
は
、
一
軒
に
な
る
と
下
山
さ
せ
、
冬
中
は
牧
草
畑
~

に
は
と
ん
ど
不
要
で
、
薬
剤
賀
、
散
布
]
暑
て
厳
し
い
折
柄
ま
す
ま
す
こ
清
栄
」
歯
止
を
二
つ
の
後
輪
に
皆
さ
ん
澁
わ
か
こ
ン
ダ

；
な
ど
を
利
用
し
て
作
っ
た
乾
単
全
飼
科
；
く
は
「
ス
イ
ス
は
牧
蓄
が
あ
っ
て
こ
そ

科
金
も
縣
放
さ
れ
る
。
⑧
恨
行
散
布
に
；
の
こ
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
：
り
で
し
ょ

9
か
。
こ
れ
が
こ
の
度
全
組
云
ザ
＾
か
六
人
の
家
族
で
二

0
ェ
ー
カ
ー

く
ら
ぺ
て
薬
剤
の
地
城
外
へ
の
飛
散
量
乙
組
合
畢
業
に
つ
逢
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
｛
合
上
げ
で
行
ク
「
共
済
の
推
進
で
す
。
・
内
外
の
牧
草
地
を
も
っ
て
、
牛
を
飼
っ
：
↑
し
て
与
え
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
余
こ
3

ス
イ
ス
だ
と
い
い
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

：
イ
ク
リ
ア
で
も
、
山
と
牧
蓄
の
結
び
つ

飛
散
距
離
が
著
し
く
少
な
く
な
る
た
め
ご
理
解
と
と
協
力
を
賜
り
誠
に
有
一
．
し
か
も
保
障
を
重
点
と
し
た
み

f
D
b共
;

て

い

る

と

こ

る

が

多

い

。

＼

り

沢

山

飼

え

な

い

よ

う

で

、

あ

る

村

で

．

〗
深
い

一
戸
で
十
五
頭
か
ら
：
き
を
強
調
す
る
人
が
多
か
っ
た
「
先
組

周
辺
そ
の
他
へ
の
影
響
が
少
な
い
°
空
二
難
と

9
こ
ざ
い
ま
す
。
さ
て
本
組
合
の
エ
佃
十
年
か
か
か
っ
て
や
っ
と
た
ど
り
つ
;
と
こ
る
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
ア
ル
プ
ス
に
｛
開
い
た
話
で
は
、い
だ
と
い
う
こ
と
だ
こ
竺
伝
来
の
稼
莱
を
捨
て
た
ら
、
我
々
の
生

と
、
生
命
、
こ
ど
も
‘
[
い
た
「
余
ゆ
う
の
あ
る
生
活
」
か
ら
人
；
入
る
と
、
そ
ん
な
に
耕
作
地
を
得
ら
れ
二
十
六
頭
ぐ
ら

中
微
量
散
布
は
こ
の
よ
う
な
利
点
を
も
こ
状
況
を
み
ま
す

＂
ち
ま
す
の
で
、
今
袋
は
水
稲
の
み
で
た
・
建
更
あ
わ
せ
て
八
億
六

0
0
0万
で
あ
；
の
助
け
を
受
け
る
家
庭
に
な
る
の
は
世
；
な
い
の
で
、
非
常
に
狭
い
と
こ
る
で
牛
ぃ
そ
の
よ
う
な
経
営
規
模
だ
か
ら
、
成
争
；
き
る
道
は
な
い
0

や
が
て
若
者
も
年
を

ツ
・
ハ
中
で
、
ど
う
し
＂
と
れ
ば
、
故
郷
の
良
さ
が
分
る
よ
う
に

•
V

、
呆
樹
、
山
林
地
帯
で
も
大
い
に
利
□
り
ま
す
戸
当
り
平
均
に
し
ま
す
と
＿

o
二
の
常
の
よ
う
で
す
。
●
を
飼
っ
て
、
生
計
を
立
て
て
い
る
。

]
3
敬
し
い
ヨ
ー
ロ

：
な
っ
て
帰
郷
し
、
伝
統
の
あ
る
仕
畢
を

そ
う
い
う
と
こ
る
を
私
は
興
味
を
持
っ
二
て
経
営
が
成

b
立
っ
て
い
る
の
か
、
そ

用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
i

二
万
円
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
様
i

え
あ
れ
ば
う
れ
い
な
し

、
ー
ス
ト
リ
ア
の
〗
継
ぐ
だ
る
う
と
、
あ
る
農
替
の
主
人
は

た
、
地
上
散
布
で
冶
こ
の
よ
う
な
散
布
＂
な
金
額
で
は
安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
~
の
＂
て
訪
つ
れ
て
み
た
が
、
ど
こ
の
村
へ
行
｀
広
ご
邸
を
イ
ク
リ
ア
や
オ

、
い
い
、
人
口
流
出
の
間
題
も
そ
れ
ほ
ど

方
法
が
鹸
討
さ
れ
て
芦
り
ま
す
。
っ
て
頂
け
る
と
い
う
状
況
で
は
あ

b
~

へ
っ
て
も
、
氷
河
を
頂
い
た
図
千
メ
ー
ト
`
山
地
の
酪
農
家
に
閣
い
て
み
た
。
話
の
＂

こ
送

~
ル
級
の
高
い
山
々
が
谷
あ
い
に
遠
く
望
」
中
で
分
っ
た
こ
と
は
、
テ
ー
ズ
の
質
が
;
恋
感
し
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
そ

ご
己
「
ん
°
ど
の
よ
う
な
不
慮
の
災
害
に
五

畜
っ
て
も
安
心
し
て
は
生
活
出
来
る
様
~
；
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
い
る
氷
河
：
良
く
、
そ
れ
で
酪
農
家
の
経
営
が
成
り
・
〗
ら
う
し
た
心
の
底
に
は
、
ま
は
り
自
分
達

，
、
原
体
容
液

伍
白
く
輝
き
、
そ
の
下
に
丁
度
苔
の
よ

3
斗
？
て
い
る
と
い
う
0

チ
ー
ズ
の
質
が

□3
仕
奉
に
罪
常
に
誇
り
を
も
っ
て
い
て

~
今
か
ら
準
備
し
て
頂
く
畢
が
必
要
で
す
~

こ
日
心
を
も
っ
て
酪
農
に
取
り
く
ん
で
い

；
う
な
短
い
草
が
生
え
、
そ
の
ず
う
っ
と
．
：
よ
い
と
い
う
の
は
、
高
冷
地
で
清
浄
な
．

こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
も
ち
ま
し
て
こ
i

"

，
傲
量
散
布
用
妬
製
剤
さ
れ
た
薬
剤
を
~

玉
下
の
方
に
グ
リ
ー
ン
が
広
が
っ
て
い
る
●
環
境
の
中
で
搾
乳
さ
れ
た
牛
乳
か
ら
作
丁
る
こ
と
が
あ
る
よ

9
た
っ
た
°
従
っ
て

}
f

い
い
、
巌
薬
の
原
体
を
溶
剤
で
わ
ず
か
二
の
捩
全
組
合
を
あ
げ
て
共
済
畢
莱
特
別
~

う
こ
と
や
、
高
山
植
物
互
口
分
た
ち
の
耕
地
の
中
に
は
、
絶
体
観

ニ
そ
こ
か
牧
草
地
帯
に
な
っ
て
い
て
、
そ
~
っ
て
い
る
と
い

も
に
う
す
め
た
液
体
で
、
！
そ
の
ま
ま
水
な
五
普
及
運
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
[

：
光
道
路
な
ど
は
通
さ
せ
な
い
と
い

9
考

ら
下
に
村
が
あ
る
。
そ
の
村
も
南
に
陽
乙
に
似
た
草
を
乳
牛
が
食
べ
て
有
つ
て
い
．

い
ど
で
希
釈
す
る
こ
と
な
く
散
布
す
る
も

i
よ
る
し
く
御
協
力
を
念
願
い
し
ま
す
。
~

‘
；
ん
が
強
く
、
そ
れ
は
非
常
に
徹
底
し
て

の
で
す
。
紋
布
中
液
粒
が
生
中
で
蒸
発
二
保
障
と
備
蓄
で
心
強
い
日
常
生
活
は
や
~
;
を
受
け
、
非
常
に
狭
い
と
こ
る
に
二
十
：
る
と
い
う
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
だ

:
，
．
こ
い
る
。
だ
か
ら
自
然
の
美
し
さ
も
残
っ

紆
、
三
十
軒
寄

b
そ
う
よ
う
に
し
て
あ
了
と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
村
に
よ
っ
ぃ

し
＼
粒
子
が
小
さ
く
な
る
の
を
避
け
る
~
っ
ば
り
農
協
共
済
に
限
る
。

i

て
生
二
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
得
の
風
味
を
持
っ
二
て
い
る
°
翻
っ
て
、
日
本
の
現
状
を
見

：
る
。
「
こ
ん
な
と
こ
る
で
ど
う
し

た
め
に
溶
剤

t
c
i
は
不
揮
発
性
の
珀
＠
が
こ
首
さ
ん
一
家
を
単
と
た
と
え
て
み
た
ら
~

ょ
9
か
。
こ
：
る
と
、
目
ぽ
し
い
所
で
、
は
観
光
道
路

用
い
ら
れ
て
苓
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
門
ど
う
で
し
ょ
う
。
一
家
の
王
人
が
車
の
~
迄

g
し
て
い
る
の
か
：
」
と
思
9

ほ
ど
な
二
し
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

．
が
や
た
ら
に
造
ら
れ
、
車
が
ひ
送
入
れ

ら
な
が
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
。
ア
ル
プ
ス
の
こ
の
た
め
に
沢
山
は
で
き
な
い
が
、
市
場
~

中
で
の
飛
散
を
少
な
く
す
る
た
め
で
あ
~
エ
ン
ジ
ン
に
な
る
う
か
と
思
い
ま
す
。
~

五
々
な
の
で
す
。
と
こ
る
が
、
そ
れ
翌
価
値
は
非
常
に
高
い
。
だ
か
ら
自
分
で
：
ら
れ
、
牧
蓄
も
自
然
の
美
し
さ
も
破
壊

り
ま
す
0

今
ま
で
に
、
葺
録
●
な
っ
た
」
央
さ
ん
は
連
転
手
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
~

；
ご
れ
て
い
る
と
い
う
例
が
非
常
に
多
い

上
、
実
用
さ
れ
て
い
る
主
な
製
剤
に
は

i
の
車
に
子
供
た
ち
姦
ジ
イ
ち
ゃ
ん
姦
パ
~
：
も
結
構
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
°
牧
盃
げ
っ
た
チ
ー
ズ
は
全
て
市
場
に
出
し
、
·

：
を
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
多
く
の
地

丘
域
で
は
、
ま
ず
牛
が
優
先
で
、
観
光
地

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
パ
イ
、
エ
ヒ
メ
ピ
ウ
ン
~
ァ
ち
ゃ
ん
を
の
せ
て
、
央
く
さ
ん
は
、
~
五
デ
畑
を
作
っ
て
、
そ
れ
も
極
く
僅
か
な
五
代
り
に
オ
ラ
ン
ダ
や
デ
ン
マ
ー
ク
の
安
~

の
あ
と
だ
と
い
う
、
ハ
ッ
キ
リ
し

カ
の
防
除
に
マ
ラ
ソ
ン

L
I

六
0
、
ミ
，
で
忠
な
道
で
、
エ
ン
ジ
ン
を
い
っ
ば
ぃ
~
五
牧
草
畑
で
、
沢
山
有
っ
て
い
る
人
で
も

□
い
チ
ー
ズ
を
自
分
の
9

ち
で
使
っ
て

プ
ツ
ン

L
I

四
0
、
カ
メ
チ
ュ
ウ
第
~
ふ
か
生
活
に
向
っ
て
車
を
進
め
~
~
乎
均
二
反
平
か
ら
三
反
位
と
ぷ
ご
々
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
し
た
と
こ

欧
州
の
酪

を
歩
い
地
帯


